
タ
カ

タ
カ
バ
タ
ケ
ヨ
ネ
ツ
ξ
高
畠
米
積
金
揮
の
市

入
。
泡
穂
鍋
屋
伊
兵
衛
、
簡
は
米
積
、
脱
を
有
賀
の

屋
と
い
う
た
。
醗
宿
を
業
と
し
、
般
壌
を
田
中
招
之

に
習
う
て
そ
の
高
足
と
な
り
、
叉
狂
献
を
作
っ
た
。

明
治
ご
年
以
降
多
太
紳
枇
・
小
坂
神
社
の
詞
人
と
な

り
、
三
浦
俵
三
と
い
ひ
、
十
年
六
周
二
十
日
七
十
五

歳
を
以
て
授
。

タ
カ
バ
タ
ケ
ヨ
ネ
モ
リ
高
畠
米
議
蔀
は
米
殺
、

幼
名
得
太
郎
。
紀
蛍
と
蹴
し
、
米
積
の
子
で
あ
っ
た
。

献
を
問
中
綿
之
に
製
び
、
家
曾
を
起
し
て
門
人
を
教

導
し
、
明
治
三
十
四
年
五
月
十
六
日
夜
し
た
。
ギ
七

十
二
。
著
す
既
に
紀
蛍
茶
話
が
あ
っ
て
刊
行
せ
ら
れ

た
。
紹
之
等
の
献
を
集
め
た
問
の
菊
も
、
亦
米
殺
の

編
し
た
も
の
で
あ
る
。

タ
カ
ハ
マ
高
演
羽
咋
郡
大
念
寺
新
を
明
治
ご

十
ご
年
六
用
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

夕
方
パ
ヤ
シ
オ
ウ
テ
ン
高
林
担
額
名
は
延
子
。

御
馬
廻
宮
崎
菊
左
衛
門
の
二
女
で
、
高
林
景
寛
に
援

し
た
。
献
を
田
中
腐
之
に
感
び
、
数
千
首
の
詠
が
あ

る
。
明
治
廿
一
年
七
十
八
歳
で
夜
。

タ
カ
パ
ヤ
シ
カ
ゲ
ヒ
ロ
高
林
最
寛
初
名
久
徳

見
宣
。
字
は
子
栗
、
鷲
翠
問
叉
は
随
翠
と
践
し
た
。

れ
た
。
爾
後
こ
の
麓
の
随
分
の
例
と
な
っ
た
。

タ
カ
バ
タ
ケ
ヨ
シ
ナ
日
高
畠
慶
成
泡
穏
源
四

郎
・
猪
太
夫
。
事
保
元
年
実
吉
右
衛
門
定
成
の
遺
知

百
石
を
襲
ぎ
、
御
近
習
番
と
な
り
、
後
に
五
十
石
を

加
へ
た
。
鹿
成
芋
は
之
善
。
大
地
昌
言
の
門
人
と
し

て
、
思
を
六
経
に
専
ら
に
す
る
こ
と
三
十
年
。
そ
の

見
る
既
往
々
師
の
右
に
出
づ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
務

侯
前
田
治
傭
の
初
め
て
治
に
就
い
た
時
、
麗
鹿
成
を

L
て
経
を
諦
ぜ
し
め
吃
之
を
漉
い
た
。
著
す
厨
に
図

書
和
議
考
=
巻
あ
っ
て
、
和
制
閣
の
要
領
を
記

L
て
ゐ

る。

d担 a

守

ナ.-

組
外
に
列
し
、
弘
化
一
一
年
御
作
事
奉
行
策
能
美
郡
代
一
橋
し
た
が
、
京
師
に
赴
き
て
罪
を
散
さ
れ
、
大
坂
冬

官
と
な
り
、
殴
附
附
ご
年
京
都
に
子
役
し
、
=
一
年
本
音
一
役
に
は
磁
士
を
以
て
従
軍

L
、
翌
年
前
回
利
常
に
来

湊
裁
許
と
な
り
、
明
治
ご
年
致
仕
し
た
。
景
寛
般
を
一
仕
し
て
六
千
石
を
受
け
、
夏
役
に
組
外
を
密
・
ゐ
て
出

田
中
賜
之
に
接
び
、
白
山
百
首
の
箸
が
あ
る
。
明
治
一
陣
し
、
元
利
ご
年
五
十
二
践
を
以
て
残
し
た
。
法
撹

十
四
年
夜
、
享
年
七
十
回
。
一
は
賢
翁
宗
晋
国
士
。
秀
穣
博
覧
多
識
、
和
漢
の
典
籍

タ
カ
ハ
ラ
ゴ
ウ
竹
原
郷
江
沼
郡
の
古
郷
名
で
、
一
を
捗
獲
し
た
。
そ
の
著
越
後
在
府
日
記
三
加
に
は
、

和
名
抄
に
『
竹
原
、
多
加
波
良
』
と
あ
る
も
の
で
あ
一
語
鰐
と
教
訓
般
に
閲
す
る
こ
と
が
多
く
記
さ
れ
て
ゐ

る
。
越
賛
賀
三
州
志
来
凶
紙
閲
覧
に
は
、
今
の
溜
ヶ
原
村
一
る
。

を
そ
の
訟
で
あ
ら
う
と
し
て
ゐ
る
が
、
翻
#
原
は
江
一
タ
ガ
ヒ
デ
ノ
リ
多
賀
秀
援
活
稽
大
炊
・
左
兵

沼
志
稿
に
満
が
あ
る
慌
の
邑
名
で
あ
る
と
い
ふ
か
一
街
。
秀
種
の
ご
男
。
慶
長
十
年
前

m利
長
に
仕
へ
て

ら
、
前
設
は
信
じ
ら
れ
ぬ
。
一
奥
小
将
と
な
り
、
読
百
石
を
受
け
、
大
坂
再
役
に
小

タ
カ
ハ
ン
高
牟
江
沼
郡
ご
J
屈
の
内
の
小
手
。
一
々
勝
裁
許
と
し
て
出
陣
し
、
交
の
夜
後
家
を
艶
い
で

タ
カ
パ
ン
ダ
イ
高
番
代
務
政
の
時
、
掛
作
の
一
四
千
石
脅
領
し
、
人
持
組
に
列
し
た
が
、
寛
永
七
年

田
地
等
に
在
っ
て
、
他
人
の
所
有
す
る
高
を
、
自
己
一
六
月
狂
疾
に
縫
っ
て
そ
の
裂
を
殺
し
、
己
亦
自
瓦
し

の
持
高
な
る
如
〈
作
配
す
る
も
の
を
い
ふ
。
こ
の
第
一
た
。
年
四
寸
コ
一
。
子
直
定
疎
を
減
じ
て
家
を
襲
い
だ
。

合
に
高
主
は
、
高
番
代
か
ら
地
代
と
し
て
用
米
若
干
一
タ
カ
ヒ
ラ
高
卒
加
賀
の
万
工
。
こ
の
闘
に
飛

を
受
く
べ
き
契
約
を
結
ぶ
外
、
一
切
高
香
代
に
任
か
一
住
し
た
初
代
策
若
甚
六
の
こ
と
で
、
後
に
越
中
守
を

す
も
の
で
あ
る
。
寺
枇
百
姓
・
町
人
百
姓
が
之
そ
置
一
受
領
し
、
名
争
一
高
卒
と
改
め
た
。
そ
の
受
領
は
現
存

い
た
o
も
と
は
百
姓
で
も
窃
か
に
置
く
も
の
も
あ
っ
一
の
作
品
に
よ
り
考
へ
る
に
、
元
和
七
年
八
月
以
降
十

た
が
、
事
和
以
降
之
を
禁
じ
、
犯
す
者
は
そ
の
高
を
二
一
白
川
ま
で
の
聞
に
在
る
ら
し
〈
、
慨
に
ご
年
八
周
叉

波
牧
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
は
武
年
八
周
の
も
の
も
存
す
る
が
、
是
等
は
後
人
の

タ
カ
バ
ン
ド
リ
高
番
取
・
岡
京
都
下
山
の
内
の
一
迫
銘
で
あ
ら
う
と
言
は
れ
る
。
覧
永
四
年
叉
は
五
年

小

字

。

一

一

般

。

タ
ガ
ヒ
デ
タ
ネ
多
賀
秀
種
初
融
政
際
・
秀
家
。
一
タ
カ
ヒ
ヲ
高
卒
加
賀
の
万
工
。
叉
助
録
若
の

小
字
源
千
代
、
後
源
助
・
大
炊
・
左
兵
衛
・
問
答
。
美
一
ご
子
。
幼
名
文
入
、
後
停
右
衛
門
。
越
市
守
高
卒
三

渡
の
人
。
突
は
堀
秀
重
。
初
め
多
賀
信
濃
守
点
能
の
一
男
粂
若
ご
男
加
州
金
禅
住
辻
村
高
卒
延
費
ご
年
八
息

女
婿
と
な
り
、
織
田
信
長
に
仕
へ
た
が
、
貞
能
の
除
一
吉
日
、
金
制
抑
制
愉
河
〈
掘
川
カ
〉
住
辻
村
高
卒
延
費
三
年

邑
せ
ら
れ
た
と
共
に
、
佐
和
山
侯
堀
秀
政
に
仕
へ
て
一
入
居
日
今
枝
直
方
之
需
作
之
、
加
州
辻
村
出
羽
守
藤

ご
千
石
を
受
け
、
後
に
入
千
石
と
な
っ
た
。
次
い
で
一
原
氏
高
卒
元
機
九
年
ご
用
大
吉
日
四
十
六
歳
作
之
な

秀
政
の
卒
後
羽
柴
秀
長
に
縛
仕
し
、
出
雲
守
に
任
ぜ
一
ど
と
銘
じ
、
現
存
作
品
は
元
疎
九
年
八
且
を
最
終
と

ら
れ
、
秀
長
及
び
そ
の
子
秀
保
の
卒
し
た
後
は
践
臣
一
す
る
ゃ
う
で
あ
る
。
三
州
鍛
冶
系
闘
に
、
こ
の
高
平

秀
吉
に
臆
し
て
ご
商
館
石
を
受
け
、
関
伊
原
役
に
西
一
が
出
羽
守
を
受
領
し
た
を
元
勝
三
年
と
す
る
が
、
辻

軍
に
麟
じ
、
趨
を
得
て
越
後
に
配
せ
ら
れ
、
鴎
庵
と
一
一
初
出
羽
守
高
卒
元
除
ご
年
ご
用
大
昔
日
と
切
っ
た
作

五
O
七

タ
カ
マ
ガ
ハ
ラ
高
天
ヶ
原
白
山
御
前
岳
の
室

卒
か
ら
組
織
に
去
る
聞
に
在
る
O
A
m
原
盆
の
白
山
紀

行
に
、
『
室
よ
り
御
本
赴
ま
で
入
町
、
一
文
字
管
り
な

り
。
始
め
て
菅
る
坂
そ
御
前
坂
と
い
ふ
。
此
坂
を
殺

り
て
突
照
皐
太
融
の
御
祉
あ
り
。
此
腕
を
高
天
原
と

い
ふ
。
実
照
皐
.
御
降
誕
の
地
と
い
ふ
。
』
ま
た
昨
回
伴

存
の
白
山
草
木
志
に
も
、
『
室
よ
り
御
本
社
ま
で
入

羽
咋
郡
押
水
北
庄

J
コ
ウ
ノ
ス
ザ

y

品
が
脱
に
存
す
る
。

タ
カ
プ
チ
ヤ
マ
高
淵
山

鵠
巣
山
。

タ
カ
フ
ノ
竹
生
野
一
ー

に
属
す
る
部
務
。

タ
カ
ベ
シ
ョ
ウ
高
部
鹿
明
周
記
に
、
藤
原
定

家
が
そ
の
所
領
能
管
高
部
提
の
こ
と
に
就
い
て
入
道

忠
弘
を
漉
越
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
忠
弘
は
寛
富
元

年
十
周
況
日
下
向
の
途
に
就
き
、
翌
年
ご
月
七
日
蹄

洛
し
た
。
高
部
搭
の
所
在
は
今
明
ら
か
で
な
い
。
或

は
和
名
抄
の
商
家
郷
と
関
係
の
あ
る
も
の
で
も
あ
ら

う
か
o

J
タ
カ
ヤ
プ
ウ
高
家
郷
。

タ
カ
ベ
ヤ
鷹
部
屋
務
侯
の
臆
都
屋
は
、
初
め

金
棒
浅
野
川
端
で
後
に
前
回
兵
部
邸
の
あ
る
地
に
在

っ
た
が
、
寛
文
中
小
立
野
に
鱒
じ
た
。

タ
カ
ホ
ラ
ヤ
マ
高
潤
山
江
沼
郡
曾
宇
・
直
下
の

南
方
、
越
前
の
凶
境
に
在
h
y
、
地
闘
の
四
八
ご
米
地

賠
で
、
石
英
組
面
岩
か
ら
成
る
。
越
前
名
蹴
考
坂
井

郡
野
々
村
の
僚
に
、
『
高
調
ヶ
獄
、
加
賀
堺
』
と
あ
る

も
の
之
に
笛
る
。
坊
聞
の
地
闘
江
沼
郡
三
木
村
と
坂

井
郡
坪
江
村
と
の
聞
に
商
澗
山
と
記
す
る
も
の
が
あ

る
が
、
そ
れ
は
妙
高
山
で
あ
る
。

タ
カ
ホ
リ
カ
イ
ホ
ツ
高
掘
開
設
鹿
島
市
に
在

っ
た
。
承
久
三
年
注
滋
の
能
脅
凶
回
数
日
録
に
、
『
商

摺
開
袋
、
四
段
、
承
久
元
年
検
注
問
定
』
と
見
え

る。

一‘，

t
a予a
 


